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２０２４年１1 月２５日(月) 

２３６８号 

 

１１
月
１６
日
、
日
本
平
和
大
会

が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
阪
で
も
各
基
礎
組
織
・
団

体
・
個
人
で
約
６０
人
が
視
聴
し

ま
し
た
。 

 

全
体
会
は
、
被
団
協
の
田
中
熙

巳
代
表
委
員
、
元
７
３
１
部
隊
の

少
年
隊
員
だ
っ
た
清
水
英
雄
さ

ん
、
オ
ー
ル
沖
縄
の
赤
嶺
・
新
垣

両
衆
議
院
議
員
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
社

会
活
動
家
の
ハ
ン
ナ
・
ぺ
レ
コ
ー

ダ
さ
ん
、
パ
レ
ス
チ
ナ
医
療
奉
仕

団
の
猫
塚
医
師
な
ど
の
各
分
野
か

ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
海
上

自
衛
隊
自
死
事
件
の
遺
族
西
山
さ

ん
の
報
告
に
は
、
胸
が
つ
ま
る
思

い
で
、
改
め
て
自
衛
隊
に
つ
い
て

学
習
・
支
援
を
強
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。「
戦
争
準
備
が

全
国
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
核
兵

器
使
用
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
た
」「
戦
争
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
の
は
私
た
ち
」「『
命
こ

そ
宝
』
武
力
を
使
わ
な
い
で
話
し

合
い
で
平
和
を
」「
全
国
の
各
地

域
で
、
平
和
を
守
る
運
動
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
来
年
の
平
和
大
会
は
、
軍
需

産
業
の
多
い
愛
知
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
大
阪
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

参
加
で
現
地
で
学
び
た
い
と
思
い

ま
す
。 

          

１１
月
７
日
午
前
９
時
半
か
ら
、

米
国
の
艦
船
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
の
大

阪
港
入
港
に
抗
議
す
る
行
動
を
、

Ｊ
岸
壁
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

大
阪
安
保
破
棄
実
行
委
員
会
の

呼
び
か
け
に
２
０
名
を
超
え
る
仲

間
が
、
Ｊ
岸
壁
に
か
け
つ
け
、
大

阪
労
連
の
宣
伝
カ
ー
の
前
で
「
入

港
反
対
！
」「
た
だ
ち
に
離
岸
せ

よ
」
な
ど
と
抗
議
の
声
を
あ
げ
ま

し
た
。 

亀
井
明
子
大
阪
平
和
委
員
会
事

務
局
長
な
ど
各
団
体
の
代
表
者
が

宣
伝
カ
ー
の
上
に
あ
が
り
、
着
岸

中
の
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
に
対
し
て

「
大
阪
港
は
物
流
の
玄
関
口
、
商

業
の
邪
魔
を
す
る
な
」
な
ど
と
訴

え
ま
し
た
。 

  

 
          

１１
月
６
日
、
上
本
町
六
丁
目
交

差
点
で
６
・
９
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
１８
人
で
１２
筆

の
署
名
と
２８
人
の
シ
ー
ル
投
票

へ
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

ピ
ー
チ
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
日
本
被
団
協
が
受
賞
し

た
。
被
爆
者
の
「
生
き
て
い
る

う
ち
に
核
兵
器
廃
絶
を
」
の
願

い
に
こ
た
え
る
た
め
、
日
本
政

府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署

名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
へ
の

協
力
を
訴
え
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

       １１
月
１５
日
正
午
よ
り
近
鉄
上
本

町
駅
前
で
元
気
な
「
沖
縄
連
帯
行

動
」
を
８
名
の
参
加
で
実
施
し
ま

し
た
。 

 

亀
井
明
子
大
阪
平
和
委
員
会

事
務
局
長
や
大
阪
う
た
ご
え
協

議
会
の
立
川
孝
信
さ
ん
ら
が
マ

イ
ク
を
持
ち
、
道
行
く
人
に
「
ジ

ュ
ゴ
ン
の
生
息
す
る
き
れ
い
な
辺

野
古
の
海
を
埋
め
立
て
て
米
軍
基

地
を
建
設
す
る
な
ど
も
っ
て
の
ほ

か…

」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
行
動
を
通
し
て
「
辺
野
古

新
基
地
は
つ
く
る
な
」
署
名
が
２２

筆
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

             

大
阪
原
水
協
・
大
阪
労
連
・
大

阪
革
新
懇
・
大
阪
平
和
委
員
会
の

４
団
体
が
呼
び
か
け
、
ア
メ
リ
カ

領
事
館
前
で
、
第
１２
回
抗
議
行
動

を
４０
人
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の

軍
事
支
援
を
や
め
ろ
」「
今
す
ぐ

停
戦
を
」
と
声
を
上
げ
ま
し
た
。 

 

 
 

６
．
９
行
動 

１１
月
６
日 

上
六
交
差
点 

日
本
平
和
大
会
に
１
５
０
０
人 

大
阪
で
も
各
地
で
視
聴
会 

１１
月 

１６
日 

 

１３
視
聴
会 

約
６
０
名
が
参
加 

 

米
国
掃
海
艇
「パ
ト
リ
オ
ッ
ト
」 

大
阪
港
に
入
港 

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら 

抗
議
行
動
に
参
加 

 

八尾平和委員会 

東
住
吉
平
和
委
員
会 

パルコープ大会後の交流会 

沖
縄
連
帯
行
動 

月

日
８
名
で
実
施 

 

ア
メ
リ
カ
領
事
館
前
行
動 

月

日

名
で
実
施 
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１０
月
２２
日
、
都
島
平
和
の
会

第
８
回
総
会
に
は
、
２９
名
の
会
員

さ
ん
が
参
加
、
提
案
議
案
は
す
べ

て
承
認
さ
れ
。
２
０
２
５
年
度
の

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
上
野
と
き
子
会
長
は
、

被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

に
ふ
れ
、
「
日
本
政
府
は
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
ど
こ
ろ

か
、
会
議
に
す
ら
参
加
し
な
い
。

こ
の
政
治
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
が

衆
議
院
選
挙
と
来
年
の
参
議
院
選

挙
。
平
和
を
語
り
あ
え
る
仲
間
を

増
や
し
、
憲
法
の
平
和
条
項
を
守

っ
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
。 

 

藤
永
事
務
局
長
が
平
和
と
暮
ら

し
を
と
り
ま
く
情
勢
と
活
動
報

告
、
２
０
２
５
年
度
活
動
方
針
を

提
案
。
「
戦
争
す
る
国
反
対
」
「
軍

事
費
爆
増
反
対
」
「
若
者
を
戦
争

に
動
員
す
る
自
衛
力
強
化
反
対
」

共
に
行
動
し
よ
う
と
提
起
。
大
き

な
拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。
当
日

１
名
が
入
会
。
新
年
度
会
員
倍
加

を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。 

 

河
内
へ
い
わ
館
前
で 

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ 

１１
月
１１
日 

５
人
参
加 

 

平
和
を
語
っ
た
残
暑
の
秋 

 

第
８
回
都
島
平
和
の
会
総
会 

１
０
月
２
２
日 

２
９
名
参
加 

 

１１
月
７
日
寺
戸
月
美
さ
ん
が
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
７３
歳
。 

 

寺
戸
さ
ん
は
、
大
阪
市
淀
川
区

選
出
の
大
阪
市
会
議
員
を
４
期
務

め
、
維
新
政
治
と
対
決
し
て
き
ま

し
た
。
「
大
阪
市
を
な
く
す
な
」
都

構
想
反
対
の
運
動
の
先
頭
に
立
つ

と
と
も
に
、
住
民
要
求
の
実
現
の

た
め
奮
闘
し
ま
し
た
。 

 

寺
戸
さ
ん
は
、
平
和
の 

課
題
も
全
力
で
取
り
組
み
、 

２
０
１
６
年
１０
月
青
森 

県
三
沢
で
開
か
れ
た
日
本 

平
和
大
会
に
も
大
阪
代
表 

団
の
ひ
と
り
と
し
て
参
加 

し
ま
し
た
。 

 

寺
戸
さ
ん
は
、
地
元
の 

淀
川
に
平
和
委
員
会
の
基 

礎
組
織
を
つ
く
る
き
っ
か 

け
に
な
れ
ば
と
俳
優
座
の 

有
馬
理
恵
さ
ん
の
一
人
芝 

居
「
砕
か
れ
た
花
た
ち
へ 

の
レ
ク
イ
エ
ム
」
を
地
元
で 

開
催
し
成
功
さ
せ
ま
し
た
。 

寺
戸
さ
ん
は
、
２
０
２
１ 

年
頃
よ
り
体
調
を
こ
わ
し
、 

話
を
す
る
の
が
苦
し
そ
う 

で
し
た
が
、
誰
よ
り
も
こ 

ま
め
に
大
阪
平
和
委
員
会 

に
電
話
を
か
け
き
て
く
れ 

河
内
へ
い
わ
館
前
に
て
、
初
め

て
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。 

毎
月
第
２
第
４
月
曜
日
の
昼
１２

時
１５
分
～
の
３０
分
間
、
八
尾
平

和
委
員
会
と
し
て
行
い
ま
す
。 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
政
府

の
参
加
を
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
も
ち
、
「
原
水
爆
パ
ネ
ル
」
を

フ
ェ
ン
ス
に
貼
り
付
け
て
、
被
団

協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
を
知

ら
せ
る
ミ
ニ
ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し

た
。 

          【12 月の行事案内】 

４日(水) 第５回常任理事会 

５日(木) 近畿安保学習会「日米地位協定」18：00～オンライン 

６日(金) 6・9行動 12：00～上本町六丁目交差点 

７日(土)  生野区平和委員会総会 14：00～ 生協会館 

12日(木) 西淀川平和委員会総会 18：00～ のざと診療所 

13日(金) 沖縄連帯行動 12：00～ 上本町六丁目交差点 

14日(土) ヒバクシャに感謝し、ノーベル平和賞受賞を祝う集い 

     14：00～ 新婦人大阪府本部会議室 主催：大阪原水協 

15日(日) 第５回高校生・若者企画「ひばくしゃの話を聞く会」 

     14：00～ 大阪原水協事務所 主催：大阪原水協 

     大阪革新懇 講演と文化のつどい「政権交代の条件」 

     14：00～ エルおおさか南ホール 

     吹田平和委員会総会・戦跡フィールドワーク 10：00～ 

18日(水)アメリカ領事館前抗議行動 12：00～ 

      

ま
し
た
。 

最
後
に
電
話
を
し
て
く
れ
た
の
は

今
年
の
７
月
、
亀
井
明
子
新
事
務
局

長
へ
の
激
励
の
電
話
で
し
た
。
「
事

務
局
長
お
め
で
と
う
。
大
変
で
す
が

頑
張
っ
て
ね
。
長
く
話
す
と
苦
し
い

の
で
す
が
、
そ
れ
が
言
い
た
く
て

…

。
」
と
亀
井
事
務
局
長
を
励
ま
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ど
ん
な
と
き
も
大
阪
平
和
委
員
会

の
こ
と
を
気
に
し
て
く
れ
て
い
た
寺

戸
月
美
さ
ん
、
「
淀
川
平
和
委
員
会
」

結
成
の
夢
を
持
ち
続
け
て
く
れ
た
寺

戸
さ
ん…

寺
戸
さ
ん
の
望
み
が
叶
う

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

 

寺
戸 

月
美
さ
ん
の
ご
逝
去
を
悼
み
ま
す 

日
本
共
産
党
元
大
阪
市
議(

４
期)

 

大
阪
平
和
委
員
会
元
副
会
長
（
２
０
１
６
～
２
０
２
１
年
度
） 

  

 

総
会
の
記
念
講
演
は
、
「
ど
う

な
る
保
険
証
」
と
題
し
て
、
歯
科

保
険
医
協
会
大
阪
の
政
策
委
員

で
、
大
阪
平
和
委
員
会
副
会
長
で

も
あ
る
片
方
真
佐
子
さ
ん
に
緊
急

性
の
あ
る
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の

問
題
点
を
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
マ
イ
ナ

保
険
証
の
話
が
聞
け
て
よ
か
っ

た
。
問
題
は
ら
み
の
制
度
だ
と
よ

く
わ
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
、
豊
富
な
資
料
に
基
づ
い
た

お
話
は
好
評
で
し
た
。 

都島平和の会役員の皆さん 

片方 真佐子さん 

１０月 8日の佐藤弁護士の学習会 

「戦争する国に向けて～変質する自衛

隊」 

の DVDができました。 

自衛隊について 

学習しませんか。 

1枚 500円です。 

申し込みは大阪 

平和委員会まで 


